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【全体討論】
〈早稲田みな子〉本日は日本で活躍なさっている外国人の研究者の方々による、
日本と関連するいろいろな音楽の研究についてご発表いただいたわけです。
全体的な討論に入る前に大ざっぱに今日の午後の発表を振 り返ってみたいと
思います。その後で、私からの皆さんそれぞれに対する、全員に対する質問
を投げかけてみたいと思います。
まず、ゴチェフスキさんからは、ヨーロッパ とアジアの楽譜についての発
表があって、それぞれの発展の仕方を決定付ける要因として、言語そのもの
の表記法があるのではないかというお話がありました。デヴィッ ド・ホプキ
ンズさんは、「芸者ポップス」 という日本の流行歌の一つのジャンルを取 り
上げて、芸者が取 り上げられたことに関して、一つにアメリカ的なもの、モ
ダンなものという外国の影響に対する抵抗 として、芸者ポップスというジャ
ンルが機能していたというお話があ りました。エ ドガー ・ポープさんの発表
では、アメリカと日本におけるジャズのエキゾチシズムについての比較研究
をご紹介いただきました。最後に、ジェームス ・ロバーソンさんか らは、沖
縄 とハワイというそれぞれ似通った歴史的な経験:を持つ場所、それぞれ南国
のパラダイス というイメージもあるとともに、colonialismの 犠牲になった
島におけるpoliticalprotestの 内容を持つ歌についてご発表いただきました。
ロバーソンさんの発表に対するディスカッションの時間がなかったので、
この全体討議の時間の後でその時間が持てればと思います。そのほかの発表
についての討議は、各発表の後にある程度ありました。全体討議を意義のあ
るものにするために、各研究を総括できるようなディスカッションの方向を
考えました。それぞれの トピックがいろいろなので、 どのような趣旨に持っ
ていったらいいか悩みました。このシンポジウムそのものの趣旨が、外国人
研究者による日本に関する研究ですので、非常に大 きな枠ですが、外国人と
して日本文化を研究するという点について、それぞれの方にお話を伺いたい
と思います。
私が皆さんの発表を聞かせていただいて、何か共通することがないかと考
えたときに、 日本の研究をしているのですが、 日本 と日本の外の ものとの比
較があったのではないかと思います。ゴチェフスキさんは、アジアの楽譜と
ヨーロッパの楽譜 という比較がありました。ポープさんからは、 日本とアメ
リカにおけるジャズのエキゾチシズムということで、日本のエキゾチシズム
とアメリカのエキゾチシズムという二つのものの比較。ロバーソンさんは、
日本の一部である沖縄 とアメリカの一部であるハワイの両方を取 り上げてい
ました。ホプキンズさんは 「芸者」というトピックでした。 日本 と日本の外
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との比較 とは少 し違 うか も しれ ませんが、芸者に関 してはエキゾチ シズ ムと
の関係がポー プさんか らも指摘 され ました。エキゾチシズム とい うのが、 ま
た ひとつ皆 さん に共通 して出て きた概 念では ないか と思い ます。芸者 とい う
の は、外 国人が考 える 日本 のエキゾチ シズ ムの典型 的なアイテ ムの1つ なの
で、ホ プキ ンズ さんが外国人 としてエキ ゾチ ックな芸者 を扱 ってい る、その
外の視点があ ると思い ます。ポープ さんの研 究 はもちろんジ ャズのエ キゾチ
シズ ムとい うことで した。 ロバー ソンさんの研究 も、沖縄 とハ ワイとい う、
ポ ジテ ィブな トロピカルとい うイメー ジと合わ さった、エキゾチ ックなイメ
ー ジを持 たれている場 所 におけ るpoliticalな 歌 というこ とで、 エキ ゾチ シズ
ム とい うの も皆 さん にみ られた要素で はないか と思い ました。
外国人 と して 日本の もの を研究す る場合 に、私の察す るところ、エ キゾチ
ックな対象 としての 日本 とい うのが、皆 さんの興味の きっかけ、研 究のス タ
ー トライ ンにあ ったの ではないか と想像 します。 しか し、ポープ さんの発表
で もあ りま した ように、エ キゾチ ックなもの とい うのは、そ こに入 り込 んで
い くに したが って、familiarな ものに移行 していい くわ けです。 ですので、
ここで 日本 と日本 の外 との比較 を考 え合 わせ て も、outsiderと して研 究 して
い る ものが、 だんだんinsiderの 視点 になってい く。Exoticか らfamiliarへ の
視点の移行が、研究者 に とってあ ると考 え られ ると思い ます。
皆 さんそれぞれの研究 と照 らし合わせてお答 えいただ ければ と思 うのです
が、外 国人 として研究す るこ とが、皆 さんの研究 にどん な影響 を与 えてい る
と思 われ るか。それぞ れ個人的 なバ ックグラウ ンドの違いが、研 究の視点や
アプローチ に影響す る と思 いますが、その個人的 なバ ックグ ラウン ドの一つ
の要素 と して、外国人 であることが影響 して いるのか していないのか。 して
い る とす れば、 メリ ッ ト、 デメ リッ トが あるのか どうか。 これが1点 です。
もう一つ の質 問は、皆 さんが研 究 してい く上で、Exoticだ った ものがfamil-
iarな ものへ となって い く。 また、outsiderで あ った自分が かな りinsider的
な視点 を持つ よ うに移行 して きてい る と思い ます。 自分の立場の変化が、 自
分の研 究の視点や アプローチ にも影響 を及 ぼ してい るか。 この2点 を、それ
ぞれの皆 さんの経験 と照 らし合 わせてお答 えいただけれ ばと思い ます。
〈H.ゴチェフスキ〉私は日本 と出会い、 日本の音楽を研究するようになった
のは、全 く個人的な理由で、研究への興味ではありませんでした。 しか し、
実際に研究すると、本格的な興味はいろいろ出てくると思います。最初のき
っかけは、そういう全 く個人的なものだったのは間違いあ りません。
最近考えているのは、私は日本に来てどう変わってきたのか。私は2年 半
ぐらい前までずっとドイツにいなが ら日本の研究をや りました。実際に日本
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に住むようになるまでは、私は外国人ではなくて日本が外国でした。今は、
自分がここで外国人になったことで何が変わるかといいますと、学問の中で、
対象とする話の相手が、以前はドイッ人だったのが今は日本人だということ
です。以前も日本人の学者と話したことはたくさんあ りますが、日本人の学
者と話をするときには自分の専門分野の中の人ということで、同じ日本の洋
楽を研究する人だったのですが、今は全 く音楽研究者ではないとか、全然違
う分野の人たちとた くさん交流を持って、自分がどこに位置するかを考えな
いといけない。そこでかなり大きく変わった。 自分はドイッ人であることを
意識してきたのが一番強いのではないか、自分がヨーロッパ人であることも
含めて。ですから、最近は日本に来たからこそ、西洋の文化に非常に興味が
わいてきたということがあります。
〈D.ホ プキンズ〉僕 は仕事として、アメリカの文化と歴史と文学を日本の大
学生に教えている。長 くやっているので、教え方として、日本との比較がよ
りよく見 られたら分か りやすいと思って、日本の文化と歴史と文学を勉強す
るようになったと思います。でも今の若い日本人は、日本の歴史と文化と文
学にはあまり詳しくあ りません。エキゾチシズムの問題は、僕はダブルのエ
キゾチシズムを持ってしまうこともあ ります。特 に音楽の研究、僕は昔から
レコー ドが好きでSP盤 に興味があり、現代の音楽がどこから来たのかを知
りた くて、もっと古い音楽に少しずついく。友達の輪の中には音楽を知って
いる人もいない。音楽に詳しいのは業者 ぐらいです。多分、僕には外人だと
いう意識も最近ないのではないかと思います。分か りません。自分がエキゾ
チックだと思います。日本にいることで僕はエキゾチックだと思います。日
本はもうエキゾチックではない。現代の若者め文化 はエキゾチックになって
きたかもしれない。
〈E.ポ ープ〉私が日本に携わってきたのは偶然のことで した。昔は音楽を勉
強し始める前に生物統計学をやっていました。その関係で日本で仕事 をする
可能性が出てきて、それは最終的にできなかったのですが、その準備 として
日本語を勉強し始めて日本の文化にも興味を持つようになった。でもよく考
えると、その前から、多分中学生 ぐらいのときに 「禅宗の仏教」について読
んでいて、自分で座禅 をやるようになって、その関係で仏教関係の日本文化
に興味を持つようになった。必ずエキゾチシズムが一部だったと思います。
エキゾチシズムの入 り口として、日本文化の研究に入 り込んだと思います。
私は11年 間 ぐらい 日本に住んでいますが、外国入として日本の文化を研
究するには言語が一番の壁です。ある程度読み書きができるようになりまし
たが、読むのは英語と比べるとかなり遅くて、山ほど読みたいものがあって
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もなかなか全部読めないことが、今で も難 しいところです。8年 ぐらい前に
日本人の女性 と結婚 して、エキゾチシズムとしては人間関係の中でもあると
思います。ずっと一緒に住んでいても、いつまでもお互いの言語やお互いの
考え方の中で、エキゾチックな雰囲気かなにか分からないことが残っている
から、エキゾチシズムの知 らないことを少 しずつ知るようになる過程がいつ
までも続 きそうです。
〈J.ロバーソン〉外国人であって日本にいて、日本について研究している人
としてのメリット、デメリットは何なのかという課題ですが、僕の場合、日
本について研究 しているとい言っても、今 日の発表のように日本よりは沖縄
です。二重になっているわけです。今、ポープさんが話 したように、一つの
課題 として言語です。沖縄になります と、方言になるわけです。僕の大 きな
課題の一つはその方言をどう理解できるのか。僕はまだウチナーグチから直
接翻訳できないのです。沖縄の方にお願いして説明していただくか、日本語
訳を基にして英語に訳 しているわけです。その言葉のニュアンスとか、その
言葉の歴史などについての知識不足があります。
逆に日本について話 します と、僕は音楽学ではなくて、専門としては文化
人類学なのです。 日本の中小企業に勤めている人たちのライフサイクルにつ
いての研究をやりました。今です と、沖縄ではなくて、 日本について音楽に
関して研究 しようとしたら、多分身近す ぎるのです。 日常的に既に慣れてい
るわけですから、もう何が日本的なのか分からなくなっているような気がし
ます。うちの小 さな大学にアメリカの留学生は一人しかいませんが、その学
生 と日本の音楽、ポピュラーミュージックについて話 します と、彼女は 「こ
れはすごく面白い、これはexciteで ある」 と言っているところに、僕自身は
「それはずいぶん昔のことだった」 と感 じるのです。ですから、exciteな も
のが身近なものになってきたというプロセスがあります。
〈早稲 田〉 その逆の 日本 とアメ リカの 関係 、 日本人か ら見 たアメ リカとい う
視 点、 日本 に とって のAmericanismと い う視点 につい ては、皆 さんは どう
お考 えで しょうか。
〈ホプキ ンズ〉僕 が思 うのは、 日本 とアメリカの ような二分対 立的な考 えは、
研究 の出発点 と しては どうか と思 うこ とが あ ります。僕 はアメリカ人です か
ら、 アメリカと 日本 を比較す るのですが、外 国は どこにあるのか。 アメリカ
にあるのか。そ れに よって ヨーロ ッパ は どうなるのか。 これ は細川 さんとポ
ープさんのジャズに関す る研究 に関係す るのですが、 ヨーロ ッパ のジャズは
どうなのか、上海や 中国の戦前 のジャズは どういうもの なのか。 フィ リピ ン
人 の話 も出ましたが、 アジアの人 たちが 日本 のジャズに どう貢献 しているの
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か。 どうい う立場で貢献 しているのか。 ジャズの話 になる と、 アメ リカが 中
心 になるの は分か るけれ ども、 もっ とヨー ロ ッパ とアジアを含 めた比較、研
究 をすれ ばどうか と思い ます。僕 もアメリカ人 として、それ をや らなければ
いけ ない ような気がす ご くあ ります。
〈意 見〉 日本で見 るアメ リカの文化は、あ くまで コマー シャル、 アメ リカの
文化中心です。あれだけで、 アメリカ人 らしさやアメ リカの本音、 アメリカ
の心理 とか を計るのは非常 に危 ない ことです。で もほかの手掛か りが なかっ
た ら、それ だけで判 断 しない といけない。先週、僕 はアメ リカで 「Popular
CultureAssociation」 の大 きな学会 に行 って、 そ こで三つ の アニ メ と日本
の漫画についての発 表を聞 きました。すご く不 思議 がって、アニメで しか知
らない 日本像 、漫画 で しか知 らない 日本像 、同 じようにす ご く極端 な ものに
なっている。大宅壮 一の引用 もしましたけれ ども、大 宅壮 一の昭和 元年 ぐら
いのエ ッセイで 「大阪 は 日本の米国だ」と書 いていて、単純 にアメリカは 「何
で も許す」「行儀 が悪 い」そ れ ぐらいのイメー ジです。多分 、その まま80年
後 に同 じようなイメージが残 っているのではないです か?僕 がポープさんに
聞いたのは、 アメ リカのポ ピュラー音楽 の中で、 中国 と日本 の区別 をす るの
ですか。 しないで しょう。
〈井上 貴子>Japanismの 話 とか いろいろ出たので少 しまとめ て話 してみたい
と思い ます。 まず、 日本 のポピュラー ・カルチ ャー、特 にアニメや ドラマ、
ポ ピュラー音楽 とい った ものが 日本 の周辺諸国の 中国や台湾や東南 アジアな
どで非常 に流行 して、 日本の ポピュラー ・カルチ ャーのス タイルが模倣 され
て きました。つい最近 も台湾で、哈 日族 と呼 ばれ る日本 ファンが話題 にな り
ま した。 こう した現象 は、「Japanization」 と呼 ばれ、 数年前 に既 に議論 さ
れてい ます。 どうい うかたちで理解 されてい るか とい うと、 「Americaniza-
tion」 が まずあって、それが 日本 の中でdomesticateさ れた結果 としてのJa-
panizationと い うか た ちで、理 解 されて い ます。 つ ま りゼ ロか らのJapa-
nization、 日本化 では な くて、 アメ リカの文化 が 日本 でdomesticateさ れた
結果、二重 のステ ップ を踏んでア ジア各地 に広 まった とよ く言われるのです。
なぜ広 まったか とい う理 由 としては、アメ リカ的なイデオ ロギーが排 除 され
たためだ とよ くいわれ ます。Americanizationの とき、つ ま りアメ リカ的な
ものが 日本 に入 って くる ときに、 アメ リカの文化 は、常 に ライ フス タイルは
こ うあるべ きとか、民主主義 である とかいったイデオ ロギー的色彩、政治的
な色彩 を伴 ってい ま した。 だけれ ども、 日本 でdomesticateさ れ る時点 で、
そ うしたアメ リカの政治 的イデオロギーみ たいな ものはすべ て取 り去 られ て
しまった。 だか ら、植民地支配 を 日本が行 った ところの被支配地 にお いても、
日本の ポピュラー ・カルチ ャーが受 け入れ られたので はないか という議論が
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されてきたと思います。
あともう一つ。先ほど言われたロバーソンさんのオリエンタリズムとエキ
ゾチシズム、私はそこにジェンダー論とかもかかわってくると思います。そ
こで一番問題になっているのは、不平等な権力関係が常に投影されているこ
と、何重にもレイヤーになって投影されていることです。ジェンダー論とは
基本的に権力論ですから。18世紀や19世 紀のエキゾチシズムについていえば、
ヨーロッパによって植民地化されているような地域の文化をヨーロッパ人が
見たときに、それに対 してエキゾチックなフィーリングを持ったわけです。
オリエンタリズムは、基本的にはヨーロッパのヨーロッパ自身の過去に対す
る憧憬がオリエントに投影されること、つまり、他者であるオリエ ントを再
解釈 した上での受容であることを考えると、常に不平等なパワーバランスが
そこに働いていることを考えなければいけない。ある文化をエキゾチックに
感 じるとしたら、自分自身のなかにそれをノスタルジーに転換できる回路が
あるからでしょう。エキゾチックだと思うものを自身の過去に投影 している
か らこそ、ノスタルジーを過去の時間をとり戻すことによって自己に投影し
ているからこそ、ノスタルジーへの回路ができるのだろうと思います。
〈ゴチェフスキ〉アメリカという名前が出ただけで興味を示さないというのは、
ドイツ人 としてのアイデンティティの一つだか らで、私は何の知識もないし、
研究も全然 してきていないのです。日本のAmericanismの 話 を聞いたとき
に一番気がつ くのは、 ドイツも同じだとい うこと。そういう場合には、 日本
とドイッは非常に似た立場にあるということです。ジャズの問題、ジャズは
どういうふうに受け入れられたか。モラルが通 じない音楽 として受け入れ ら
れたとか。それは ドイッもそうです。一般の社会には変な音楽 として扱われ
る。それもドイッと一緒です。
実際に細かい違いはいろいろあると思 うのですが、基本的にそういう場合
には世界はどういうふうに対立してきているかというと、ほかの国のことは
よく分か らないのですが、「アメリカ」 と 「アメリカ以外の世界」ではない
かと思います。ですから、その場合には日本 とドイツは同じ側に立つ。私は
どちらかというとその状況に興味を持っています。いろいろな歴史的な状況
に、世界を二分裂するのはよくあることだと思います。明治時代の資料 を読
むと、「洋の東西」 とかが書いてある。東西は何か。東洋はどこにあって西
洋はどこにあるかといいますと、実際に明治の文献を読むとびっくりするほ
ど中国が西洋になっている場合があ ります。東洋というのは日本で、外国の
音楽を受け入れるのは意義があるという話になって、西洋音楽と中国音楽を
今から勉強 しましょうと。インド音楽 とか も出てきます。そういう場合は、
日本は二つに分けて、外国はすべて西洋になってしまう。そこまで言わない
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かもしれないけれども、そういう傾向がある。普通はアジアの文化 とヨーロ
ッパの文化とか、 ドイツ人の立場から分けると思います。キリス ト教文化 と
非キリス ト教文化、イスラム教はどこに立つか という問題が出てきます。そ
ういうふうに分けるのですが、日本人の明治時代の目では明らかにそうでは
なかったような気が します。日本人には、アジア人としてのアイデンティテ
ィはあまりなかったような気がします。「洋の東西」 と言っているけれども、
そこでの東洋は中国や韓国を入れての東洋ではなかった。
今度、Americanismの 話をした ら、 日本人は直感的にアメリカ対 日本 と
思 うかもしれません。実際には 「アメリカ」対 「日本」ではな くて、「アメ
リカ」対 「非アメリカ」 ということで、 ドイツは全 く同じような問題 を抱え
ているような気が します。
〈ポープ〉それもエキゾチシズムのコンテクトによっての受け入れ方 という
問題にもかかわると思います。アメリカのポピュラー音楽や映画などが世界
中に広まって、アメリカがエキゾチシズムの生産大国であると同時に、映画
や音楽の輸出によってエキゾチシズムの世界第一の対象にもなったのだろう
と思います。そのアメリカのポピュラー音楽や映画が、 ドイツと日本 とほか
の国では、そのコンテク トやそれぞれの政治的な状況などによっていろいろ
な解釈があって、そういうこともエキゾチシズムの比較研究の対象になるべ
きだと思います。
〈細川周平〉私が言いたいことを少 し言います。この「在住 日本研究者が語る」
という企画の趣 旨をあまり理解 していませんでした。「近代 日本についてみ
んなで話そう」「エキゾチ ックなものについてみんなで話そう」「沖縄音楽に
ついてのシンポジウム」「戦争と音楽についてのシンポジウム」「楽譜につい
てのシンポジウム」。そういったことならば、もっと乗 り気でいろいろな人
にも声をかけたのですが、最初に国籍によって参加者が限られているのは、
どうも好かなかったわけです。
しか し考えてみれば、 こうやって皆さん4人 の体験談を聞きますと、少 し
はエキゾチ ックなものを考える上ではこういうのが良かったのかもしれない
と思います。皆さんにエキゾチックなものを語ってくださいと、こちらか ら
依頼したわけではありませんが、結果として少な くとも2人 のペーパー、僕
のも入れたら2本半 ぐらいがそういうテーマに触れたために今こんな議論に
なっている。これならば、外国人の意味があるのかもしれないと思っていま
す。
それか ら、理論的なことでポープさんにお聞きしたいのですが、僕自身は
「fbreignなものがfamiliarに なるプロセスである」という定義には少 し抵抗
が あ ります。英語の 「fbreign」という言葉は非常 に多義的で 「Foreign
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Scholar」 といった ときには国籍 につ いて言 って いるわけです。僕が美術 に
つ いて話 した と して も 「fbreign」 とは言 われ ないわけです。美術 史 の専 門
で はあ りませ んけれ ども。 この タイ トルの場合 の 「ForeignScholar」 は国
籍 に関係 している。 しか し、エキゾチ ックな場合 の文脈 では、 もっ と違 う複
雑 な こ とが あ る とい うの を聞 い た わ け で す。 そ れ に対 して、 「Foreign
Scholar」 が あるな ら 「FamiliarScholar」 はい るのか。 いないわ けです。
日本語 で考 えてみる と、「exotic」 とい うの は 「異 国趣 味」 と訳 され ます。
「exotic」 とい う言葉 には、国 という言葉 は どこに もない わけです。異 国の
国 を抜いて、異趣 味や異的、外的 と訳 すべ きところ を、いつの習慣 か知 りま
せ んが、国の レベルで考 えるとい う発想 にな ってい ます。 こういった翻訳体
系、言語の体系 が前提 にあ る限 り、最 終的に なかなかかみ合 わないわけです。
お そ ら く 「foreignがfamiliarに な るプロセス 」 とい うよ りは 「違 いが見 え
な くなるプロセス」 とか、「違 いが無 になってい くプロセ ス」「気 が付 か な く
なってい くプロセスJと か、そ ちらのほ うが当た ってい るような気 が しまし
た。「foreign」 があ ま りに包括的 な言葉で あるか らです。 それは僕 の言葉 に
対す る見方で した。
〈ポープ〉私 も実 は 「fbreign」 とい う言葉 に関 して少 し悩 み ました。 ほかの
いい言葉があれば、ぜ ひ教 えて くだ さい。
〈意見〉 「Alien」 で はないですか。
〈ポープ〉 「Alien」 は もっ と排他的 な感 じがす るようにな ります。
〈細 川〉「fbreign」 の ことを言 えば、多分 ポー プ さんが言 いたいの は珍 しい
もの、 自分で はない ものとい う意味があ るわ けです。 とい うことは、必然的
に新 しい もの、 日本語で は 「目新 しい」 と言い ます。「目」 とい う。「耳新 し
い」 とい う言葉 はな いの ですが。視 覚 的 に 「目新 しい」。 とい う こ とは、
「fbreign」 である こと自体が既 にモ ダ ン、新 しい もの とい うことが談議 され
てい るわけで はないで し ょうか。近代 とい うのが、新 しい もの を次々 に欲 し
て い くプ ロセス であ る とい うことはよ く言われ ます。そ う した中で、1920
年代 の 日本 人に とっては、 ジャズ もモ ダ ンでfbreign。19世 紀の ドイッ人 に
とってバ タフライ も バ タフラ イは20世 紀。 だけ ど、芸者 も蒸 気機 関車
もforeignで モダ ン。結局、モ ダ ンとい う言葉が 「fbreign」 の 中に入 ってい
るような気 がいた します。
〈ポープ〉私が 「fbreign」 とい う言葉 を使 いたい意 味は、必ず しも時代 によ
って限 られている ものではあ りません。近代 の前、1,000年 前 に人 間が違 う
文化の もの に接触 す ると き、それ について はどんな言葉 を使 った らいいので
し ょうか。私 が考 える と 「fbreign」 が一番neutralで 一般的に使 える もので
はないか と。
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〈山内文登〉僕 もコメ ン トの中で 「fbreign」 とい う部分が多少気 になった と
い うか、面 白い と思 い ました。す ごくシ ンプルな定義なので、それ 自体は意
義 がある し、 これか ら考えて理論化 してい く上 で、ポイ ン トを突いた定義だ
と思い ま した。た だ、「fbreign」 「fbreigrmess」 と言 った ときに、僕 が最初
にpowerrelationの 話 やorientalismの 話 をした と きに、念 頭 に置い たの は、
最 近 の社 会科 学 的 に言 った ら 「othemess」 とか 「difference」 とか。 こ う
いった問題 にな って くる と、それ こそ先 ほ どお っ しゃった ようにneutralで
はな くて、 もう少 しpowerrelationが 入 って きて 「他 者化 」のメ カニズムで
ある とか、それ を通 じてそれ こそdomesticationと か とも関連 して くるので、
その辺 は議 論 して い くべ きだ ろう と思 い ます。fbreignnessと 言 う とき、良
くもな く悪 くもな くとい うエキ ゾチ シズムを定義する上では非常に適切な用
語 なのか と。そ う定義す ることによって、多 少そ こに絡んで くるであろ う力
関係 の非対称性 みたいな ものが多少弱 くなるのであれば、見 られな くな くな
るのであれば、なん らかのかたちで必要になって くるのか と思 う。
〈ポープ〉最初 か ら定義す る もの と しては、powerrelation、 力 関係 とエキ
ゾチシズム との関係 が まだそれほ ど詳 し く研 究 されていない状 態で、そのつ
なが りを定義の中で固め るの はよ くないか と思い ます。
〈ゴチ ェフスキ〉私 が思 うには、 こうい う 「fbreign」 の考 え方 とい うのは、
私 としては 「あなたたち と違 う」 とい うのは我慢 で きる、それは問題 ないの
です。私が気になるの は 「で は、あ なたたちはみんな同 じか?」 とい う問題
です。それは、私 は非常 に嫌 なのです。違 う人に 「私 は日本人だか ら」 と言
われた ときに、いつ もそれ は言 わない ように してほ しい とい う気が します。
日本人 もみんな違 うバ ックグラウン ドがある。関西の人 と関東の人 もい るし、
いろいろな社 会関係の人がい る。教養がある人 と教養の ない人、いろい ろな
タイプの人がいる。外国 に行 った人 と帰って きた人、外国 に行 った ことのな
い人 とかい ろいろあ る。 もちろん沖縄の人みたい に、本当 は日本人で はない
と言ってはいけないのですが、本当 に日本人か どうか とい うとまた疑問 にな
るような人です。そ うい ういろいろ政治的な問題 も絡 んでい ます。そ うい う
ことに対 して、「fbreign」 とい う言葉 を私 に使 われ る と、 「で は、 あなたた
ちはみんな同 じか?」 とい う気持 ちを持つ。それ は、私 として はあ ま り好 き
で はない、そ こが問題 だ と思 います。私は特 に音楽学の議論で、本当 にい ろ
い ろな人 に会 った こ とが あ ります。 日本の音楽 を非常 によ く知 って本 当に 日
本の音楽文化 を深 く身に付 けている人、 日本の音楽が西洋音楽 と違 う という
こ とさえ 聞 いた こ とが ない よ うな人、 い ろい ろ な人 がい る。 なぜ、私 が
「fbreign」 なのか と思 う。
〈早稲 田〉「foreign」 とい う言葉です けれ ども、英語 の使い方 だ とどうい う
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価値観 が付 いているか私ははっ きり分か りませ ん。細川 さんの、新 しい もの、
モ ダンな もの とい う意 味付 け とい うの は、 日本 人がfbreignと 使 った と きに
言 うものなのか、英語 としてそ うい う意 味が含 まれているのか とい う疑 問が
あ ります。今、 ゴチ ェ フス キさんがお っ しゃった よ うに 「fbreign」 を 「外
国の」 と訳 した ときに 「新 しい もの、モダ ンな もの」 とい うポジテ ィブな意
味 と、「外 国の」 とい う日本以外 のものすべ て をひっ くるめた 「排 他 的」 な
ネガテ ィブな使 い方 と両方あ るような気 が します。英語 には、そ うい う観点
が付いてい るので し ょうか。 もしか して、言葉の解 釈の違いなのか と。
〈稲賀繁美〉 この会合 は 「ForeignScholarsResidentinJapan」と題 されて
あ ります。 なぜ こうなったのか とい う説明 を簡単 にします。 日文研 主催の会
議 には、 もちろん国内 にお住 まいの 日本国籍の研 究者は参加で きます。外国
か ら外 国人の 日本研究者 を呼ぶ こともで きます。 ところが、 これ には二つ抜
け落 ちるカテゴリーが あるのです。一つ は、外国 にい る 日本人 を呼ぼ うとす
る と、先 ほ どの鶴 田さんの ような国籍条項問題が起 こ ります。 もう一つの問
題 は、外 国にい る 日本研 究者 は呼べ るわ けですが、 国内の非 日本国籍 日本研
究者 を呼ぶ枠が ア ドミニス トラティブに保証 され ていなか ったのです。逆差
別 になってはい けないのですが、せ っか く日本 にい る 日本国籍で ない研究者
を呼ぶ ためには、 こ うい う倒錯 した設定 をす る しか ない。そのデ メリ ッ トは、
今細川 さんの指摘 された とお りです。 ここに将来 の課題が残 ってい ます。 あ
とは、 この2日 の まとめ を簡単に させ て くだ さい。
音楽教育 にお いては、1890年 は東京音楽学校 は西洋楽一辺倒だ ったのです。
伊沢修 二が主 に責任者 だ と思い ます。詳細 は省 きます。 そこに邦楽が取 り入
れ られたの は1936年 。「二 ・二六事件」 の年で した。ですか ら、邦楽 を 日本
のinstitutionに 入 れ る こと 自体が、実 は もう国家社 会主 義 とい うnational-
ismと 密接 な関係 を持 っていたわけです。
昨 日は芸術 の話 で した。1890年 に東京美術学校 が設立 された ときには、「日
本画」 とい うもの を新 しく創 成、inventし たわけです。 そこでは当初 「oil
Painting」 「European-stylePainting」 は排除 され て しまった。つ ま り、 美
術 と音楽 と並 んで、Europeanizedinstitutionを 取 り入 れた段 階で全 く対 照
的 なこ とが起 こってい るわけです。 もう120年 以上昔の話 です が、120年 経
って もその分岐 した航跡 のtraceを まだ引 きず ってい るの ではないか と、 こ
の二 日聞いて思い ました。
あ と一つ。1890年 に明治憲法が導入 され ます。 『岩 間の清水』 とい うの を
聞いた ことがあ る人 はい らっ しゃい ますか。私の記憶が定か なら、 この とき
に取 り入れ られた文部省 の唱歌の ひとつです。 これ を記念 して浮世絵 がつ く
られてい ます。そ こにスコアが描かれてい る。 日本の詞 はもち ろん縦書 きに
322
全体討論
なっています。ところが五線譜に載せるためには横書きにするしかない。そ
の両方がjuxtaposeさ れている。われわれは今当た り前だと思っていますが、
当時の日本人にとってみれば随分不思議な表記法上の混乱が起こったと思い
ます。それがヨーロッパの音楽を取 り入れた光景として描かれているのです。
しかもこの洋風の横書き表記は、洋風の油絵ではなくて浮世絵で、つまり、
Japanesestyleで 描かれている。ここだけでも何が 「日本」であるか。それ
をどのようにしてrepresentす るかという問題が、音楽 と美術の世界の交叉
の中できわめて錯綜 したかたちで発生 している。これは一つの例にすぎませ
んが、その辺 りを出発点にしてさらに議論 を先に進める可能性 もあるのでは
ないかと思います。
〈細川〉 どうもあ りが とうございました。 この辺で議論を終 らなければなり
ません。 こういう通例で、いつも白熱 したところで打ち切るのが少 し残念で
す。今回は発表者の方、討論者の方、短い準備期間でしたが、よく来ていた
だきました。この企画にはケチを付けましたが、来てくださったことに心か
ら感謝 したいと思います。 フロアの皆さん も思った以上に多数お越 しいただ
きどうもありがとうございました。それでは、これで終わりにしたいと思い
ます。長い間あ りが とうございました。同時通訳の方、本当に大変なお仕事
に付き合っていただ きありが とうございました。
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